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研究成果の概要（和文）：島嶼部，過疎地の地域住民にとって，身近な看護職者が一次遺伝相談の窓口として担
う役割は大きいと考える．本研究は，看護職者が窓口となり得る一次遺伝相談の充実のために，島嶼部，過疎地
の看護職者のための遺伝教育プログラムを開発することを目的とする．
プログラム開発に向け，島嶼部，過疎地の看護職者の遺伝相談の実態調査を行った．看護職者は地域住民が遺伝
相談に抵抗を感じていると捉え，看護職自身は「知識・情報，資源のなさ」「経験不足」「相談先のなさ」等の
問題を抱えていた．プログラムはこの問題に対応する内容で構成し，島嶼部の看護職に実施した．更に活用性を
高めるために，継続教育の中で洗練していく必要がある．

研究成果の概要（英文）：Nurses have the role of consultant on genetic issues for local residents on 
the islands and in under-populated areas. The purpose of this study is to develop a genetic nursing 
educational program for nurses in these areas. 
We investigated the actual state of nurse consultation on genetic issues on the islands and 
under-populated areas. Nurses could feel residents’resistance toward genetic consultation. In 
addition, nurses had problems including "no knowledge, no information, no manpower" "lack of 
experience" and "no consultation destination". We put together a genetic nursing educational program
 to address these problems, and we delivered the program to nurses. To improve usability of the 
program, it will be necessary to be refine it in continuing education.

研究分野： 遺伝看護学
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１．研究開始当初の背景 

島嶼部の多い長崎県は県面積の約 70%が

過疎地であり，その過疎地に網膜色素変性症

や脊髄小脳変性症等の遺伝病患者が多い地

域がある．全国的に遺伝医療体制は整いつつ

あるものの，島嶼部の多い長崎県は遺伝の専

門職や施設が少ない等の地理的物理的問題

から地域住民は遺伝相談を容易に受けるこ

とができない状況にある．遺伝カウンセリン

グを容易に受けることができる体制づくり

を検討するための市街地及び島嶼部の地域

住民と看護職者を対象とした基礎調査（佐々

木，2011）では，長崎県の地域住民と看護職

者の遺伝カウンセリングの認知度は低く，受

診場所はさらに知られていない状況であっ

た．看護職者の結果では，島嶼部の看護職者

に住民から遺伝相談を受けた経験が多く，遺

伝カウンセリングのニーズも市街地より有

意に高い結果であった．地域住民にとって身

近な看護職者が相談相手であり，島嶼部，過

疎地の看護職者の一次遺伝相談の窓口とし

ての役割はより大きいものと考える．しかし

島嶼部，過疎地の看護職者が遺伝教育を受け

る機会は現在ない．島嶼部や過疎地の看護職

者の経験を知ることは，今後の一次遺伝相談

の充実に向けた示唆を得ることにつながる

と考える．  

 

２．研究の目的 

 本研究は，一次遺伝相談の充実のために，

島嶼部，過疎地の看護職者のための遺伝教育

プログラムを開発することを目的とする．更

に，教育の継続を図るために看護職者間のネ

ットワーク確立をめざすものとする． 

 

３．研究の方法 

(１）島嶼部・過疎地の看護職者の遺伝相談

の実態調査 

①島嶼部・過疎地で看護職者が地域住民から

受けた遺伝相談（一次遺伝相談）の経験とそ

の中で看護職者が抱える困難の要因を明ら

かにする． 

②島嶼部・過疎地の看護職者の卒後の遺伝看

護教育の実態とニーズを明らかにする． 

(２）島嶼部・過疎地の看護職への遺伝教育

プログラムの開発と実施，評価 

 

４．研究成果 

(１）島嶼部・過疎地の看護職者の遺伝相談

の実態調査 

方法：島嶼部・過疎地の保健所及び保健セン

ター4施設の保健師 27 人に，施設毎にフォー

カスグループインタビューを実施した． 

結果：保健師の経験から抽出された 3個のカ

テゴリー（うち「保健師からみた地域住民」

に関するもの 1個，「保健師」自身に関する

もの 2つ）と 11 個の概念（表１）からモデ

ルを構築した（図 1）． 

表１．保健師の遺伝相談の経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．A 市保健師の遺伝相談の経験 

考察：保健師は業務の中で様々な遺伝相談に

対応しており，地域の遺伝相談において保健
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師の役割が大きいことは明らかであった．保

健師から見た地域住民は島特有の人間関係

や遺伝の認識から遺伝相談に抵抗を感じて

いた．そのため遺伝の情報源はマスメディア

によるものであり，不要な不安と混乱を抱く

可能性をもっていた．また，長崎県内には遺

伝相談の専門機関や専門職が少ないことも，

遺伝相談受診に影響していると考えられた．

一方，保健師は対応する様々な遺伝相談に無

力感を抱いていた，その要因として，自身の

遺伝相談という認識の乏しさ，遺伝に関わる

情報や保健師自身の相談相手の欠如，地域住

民の遺伝相談への抵抗感が考えられた．  

(２）島嶼部・過疎地の看護職者の卒後の遺

伝看護教育の実態とニーズ調査 

方法：島嶼部 18 施設 650 名の看護職を対象

に質問紙調査を実施した．有効回答は 320 名

（有効回答率 49.2％）であった． 

結果：対象者の職種は，保健師50名（15.6％），

助産師 14 名（4.4％），看護師 256 名（80％）

であった．遺伝性疾患の人と関わった経験は 

88 名（28.6％）があると答えた．その中で，

遺伝相談をうけた経験がある者は 48 名

（54.5％）であった．相談内容で最も多かっ

た項目は「病気自体について（症状，合併症，

遺伝形式等）」であり，次いで「今後の対応

策」，「社会福祉制度」，「結婚について」の順

に多かった．遺伝相談を受けた経験のある 48

名中，遺伝相談での対応に困った経験がある

と答えたものは 31 名（64.6％）であった．

困った内容は，「知識・情報，社会資源の少

なさ」，「経験不足」，「相談先のなさ」であっ

た．困った時の看護職自身の相談先があると

答えたのは 26 名（10.5%）で，最も多かった

相談先は「保健所」であり，次いで「大学病

院・医師」であった．遺伝について学びたい

内容として最も多かったのは「遺伝学の基

礎」であり，次いで「患者，家族への対応」，

「相談先，公的制度等」，「遺伝医療の実際」

であった． 

考察：相談経験のある者の 6割以上がその対

応に困った経験があると回答していた．看護

職が抱える「知識・情報，資源のなさ」「経

験不足」「相談先のなさ」等の問題は，医療

資源等の地域性の問題だけでなく，看護職が

卒後に遺伝を学ぶための教育資源の不足も

主な原因の一つと考えられた．島嶼部・過疎

地の看護職者が学びたい内容は受けた相談

内容に対応しており，実践で活かすことので

きる内容が望ましいと考えられた． 

(３）島嶼部・過疎地の看護職への遺伝教育

プログラムの開発・実施と評価 

 プログラムは看護職者が遺伝相談で生じ

る困難の原因である「知識・情報，資源のな

さ」「経験不足」「相談先のなさ」に対応する

内容とした．また，(１）①で明らかとなっ

た島嶼部の「人が流れない」社会であるが故

に生じやすい遺伝，遺伝相談への抵抗感を看

護職者から軽減し，身近な問題として受け止

めることが出来るよう最近のトピックも含

む内容とし，2時間で構成した． 

＜プログラムの内容＞ 

1. 身近なことから遺伝を考える  

2. 遺伝の基礎「遺伝子と DNA と染色体」  

3. 遺伝に関わる問題の難しさ（事例から）  

4. 最近の遺伝医療のトピックス  

   「遺伝性乳がん卵巣がん症候群（HBOC）」  

実施：プログラムは県内看護協会の島嶼部支

部長の協力が得られた１地域で，平日夕方に

現地会場で研修会として実施した．参加者の

募集は開催地の看護協会会員に案内を送付

した．研修会の参加者は 11 名で，看護師，

助産師，保健師であった． 

評価：研修会終了後に参加者に質問紙調査を

実施した．プログラムの内容は全員が「非常

に良かった」「良かった」であった．プログ

ラムの活用として，「患者への対応」や「相

談を受けた時の相談先」があったが，半数は

「わからない」と答えていた．また，プログ

ラムにトピックとしてあげた HBOC について



聞いたことがある者は 25%であり，島嶼部に

遺伝医療の診療体制が無いこと，遺伝に関す

る情報源が少ないことも原因の一つと思わ

れた．今後，プログラムに事例展開を取り入

れ，現場で活用可能な内容を検討していく．

また，今回の研修会はネットワークの確立の

第一歩ととらえ，今後も継続した教育の機会

を提案していく． 
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